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　発達する積乱雲における激しい気象擾乱は水平方向の対流セルのスケールが5-10 km、時間スケール30-60

minと小さいために、その活動を把握するには、現行のアメダスや気象レーダー観測網の時間・空間分解能は

必ずしも十分とはいえない。対流活動は雲内の電荷の空間分布およびその移動に反映されると考えられる

が、その詳細な関係については明らかになっていない。本研究では、雷放電による地上における鉛直準静電場

の変化の多点観測を行い、その水平分布の情報を使って、積乱雲内で移動した電荷の立体的な空間分布および

その電荷量を推定することを試みる。 

　先行研究として、フィールドミルによる多地点観測(Workman et al., 1942; Jacobson and Krider, 1976)が

挙げられるが、この手法では観測器の価格およびメンテナンスの点で大規模な観測網の展開は困難であると考

えられる。また、容量性アンテナを用いた観測(Krehbiel et al., 1979; Baranski et al., 2012)においては、観測

機器は安価であるものの観測地点間の感度のキャリブレーションが困難であり、電荷推定の精度に問題があ

る。これらの問題を解決するためには、安価で簡便かつ、観測地点間のキャリブレーションが可能な高精度の

電荷構造推定法を確立する必要がある。 

　2013年に北海道大学・阪井らによって日本・八ヶ岳周辺の7km×7kmの範囲に約4km間隔で設置された、新

規開発されたプレート型観測機器7台・フィールドミル1台を用いて行われた電荷の推定は、先行研究

(Krehbiel et al., 1979; Baranski et al., 2012)よりも電荷の空間分布と電荷量が10-100倍高い精度で求められ

ている。本研究では、その手法を応用、改良し、ULATプロジェクトの一部として展開予定の、フィリピ

ン・マニラ首都圏50ヶ所に約5km間隔で設置予定のプレート型電場センサー観測網により、高精度で積乱雲内

部の電荷構造推定を行うことを目標とする。 
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